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年　度採択課題数・共同利用者数（延べ人数） 17 18 19 20 21




共同利用者数（延べ人数）＊＊1LSF 53 72 80 81
！09
共同利用者数（延べ人数）＊＊：DOL 45 51 46 50
　　　＊：（）内の数字は国際共同利用件数＊＊：共同利用者数は各課題の研究代表者と研
　　　究協力者の延べ人数
平成21年度の採択課題件数の減少は、DOLとLSFを一元化し、別個の公募をしなかった
ことによる。
4．専門委員会の構成及び開催状況（平成21年度）
☆専門委員会の構成
国内委員：角田邦夫（委員長、京大生存研）、今村祐嗣（京大生存研）、吉村剛（京大生存研）、
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本田与」（京大生存研）、塩谷雅人（京大生存研）、山本衛（京大生存研）、黒田宏之（京大生存
研）、上田義勝（京大生存研）、東順一（京大大学院農学研究科）、陀安」郎（京大生態学セン
ター）、青柳秀紀（筑波大）、栗崎宏（富山県農林水産総合技術センター木材研究所）、山岡亮
平（京都工芸繊維大）、土居修一（筑波大）、大村和香子（森林総合研究所）
国際委員（アドバイザー）：J，Kemeth　Grace（ハワイ大学）、Brian　T．Forschユer（ジョー
ジア大学）、Chow－Yang　Lee（マレーシア理科大学）
☆専門委員会開催状況
平成22年2月26目（平成21年度第1回委員会）
議題：平成22年度申請課題の審査、拠点認可に関する説明、その他
申請課題の審査は、予め各委員に申請書類を配信し、委員会開催までに委員長が纏めてお
き、委員会開催時に出席委員の議を経て採択した。
5．特記事項
（ユ）DOL／LSFで行なわれた研究成果を広く社会に公開するため、研究成果報告会を第ユ38回
生存圏シンポジウムとして平成22年2月25目に実施し、併せて成果要旨集を出版した。
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